
●膵癌化学療法のアルゴリズム
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一次化学療法　
・ゲムシタビン塩酸塩
  単独療法（弱い/C）
・S－1単独療法（弱い/C）
・FOLFIRINOX療法
 （弱い/C）
・ゲムシタビン塩酸塩＋
 ナブパクリタキセル
 併用療法（弱い/C）

一次化学療法
・FOLFIRINOX療法
 （強い/A）
・ゲムシタビン塩酸塩＋
 ナブパクリタキセル併用療法
 （強い/A ）
（上記2つの治療が適さない場合）
・ゲムシタビン塩酸塩単独療法
 （弱い/A ）
・S－1単独療法（弱い/A ）
・ゲムシタビン塩酸塩＋
エルロチニブ塩酸塩併用療法
（弱い/A ）

二次化学療法（強い/B）
・フルオロウラシル関連レジメン
（FF＊＋イリノテカン塩酸塩水和物　リポソーム製剤併用療法
を含む）（弱い/C）

・ゲムシタビン塩酸塩関連レジメン（弱い/C）
・高頻度マイクロサテライト不安定性（MSI－High）の
  場合，ペムブロリズマブ単独療法（弱い/C）
・NTRK融合遺伝子陽性の場合，エヌトレクチニブ単独療法
（弱い/C）

化学療法の括弧内は，「推奨の強さ /エビデンスの確実性（強さ）A～D」を示す。
＊FF：フルオロウラシル＋ホリナートカルシウム併用療法
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